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議事1. 令和7年度事業報告 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会令和 7 年度総会（令和 7 年 5 月 10 日開催）において決議さ

れた活動方針と事業計画に基づき、環境事業委員会、魅力検討委員会、情報発信委員会、防災委員

会の 4 つの実行委員会による活動や瀬戸内海活性化活動への支援、瀬戸内海クルーズ推進活動への

支援等を実施した。 

 

(1) 実行委員会活動 

1) 環境事業委員会 

 リフレッシュ瀬戸内 

期 間 ： 令和 7 年 5 月 1 日～6 月 30 日 

令和 7 年 9 月 1 日～10 月 31 日 

（上記期間外でも実施あり） 

実 施 箇 所 数 ： 235 箇所 

参 加 人 数 ： 22,222 人 

回 収 ゴ ミ 量 ： 163 トン 

全 体 拠 点 地 ： 高石市 

 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会を広く一般に知ってもらうとともに、海浜の清掃活動とい

う“誰もが参加しやすい活動”を通じて、“美しい瀬戸内を守っていく”ことを、多くの人々に訴えて

いく目的で取り組んでいる「リフレッシュ瀬戸内」について、令和7年度は、近年の夏の猛暑を鑑み、

主な実施期間の見直しを行い、5/1～6/30、9/1～10/31 の４ヶ月を主な実施期間として、全体拠

点地の大阪府高石市をはじめ瀬戸内海沿岸各地の 235 ヶ所で海浜等の清掃活動を実施し、

22,222 人のボランティアの方々の参加により、約 163t のゴミを回収した。 

全体拠点地に選定した高石市においては、ホームページに開催案内を掲載したほか、SNS

（LINE や Instagram 等）での PR も行い、清掃当日は地元ボランティア団体と協力して海岸清掃を

実施し、約 500 人のボランティアが参加した。また地域の方々による稚魚放流イベント、アマモ観

察等の環境関連活動を実施し砂浜の活性化を図り、「リフレッシュ瀬戸内」のより効果的な宣伝活

動を行った。 

「リフレッシュ瀬戸内」は平成 5 年度から令和 7 年度まで、33 年継続して実施し（令和 2 年度は

新型コロナウイルス感染症の影響により中止）、延べ約 214 万人のボランティアにより、約 19,792 ト

ンのゴミを回収する等、瀬戸内地域の環境改善に寄与している。 
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令和 7 年度 リフレッシュ瀬戸内実施結果 

府県名 ブロック拠点 
実施箇所数 

（箇所） 

参加人数 

（人） 

ゴミ回収量 

（ｔ） 

大阪府 高石市 6 1,012 1.9 

兵庫県 神戸市 15 1,150 6.5 

和歌山県 由良町 12 1,018 8.8 

岡山県 玉野市 7 2,200 4.3 

広島県 尾道市 52 2,026 49.5 

徳島県 鳴門市 8 1,627 8.2 

香川県 直島町 56 5,262 25.3 

愛媛県 松前町 65 5,196 25.8 

周防

灘 

山口県 柳井市 14 2,731 32.9 

福岡県・大分県 － － － － 

合計 9 市町 235 22,222 163.2 
 

 

 

リフレッシュ瀬戸内の実施状況（高石市） リフレッシュ瀬戸内の実施状況（尾道市） 

 

 海の健康診断調査 

「リフレッシュ瀬戸内」と連携し、“ゴミを捨てない”、“ゴミを捨てさせない“ といったゴミの排出抑

制につなげるため、平成 14 年度より取り組んでいる「海の健康診断調査（ゴミの組成調査）」につ

いて、令和7年度では計11箇所において実施した。実施結果については、多くの海岸において、

プラスチック率の割合が高い結果となった。 
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令和 7 年度 海の健康診断実施結果 

海岸別プラスチック率及び素材別割合 (単位：%）

プラスチック

類

発泡スチ

ロール

※１ 岬町 37.3 37.3 0.0 0.0 0.0 0.0 62.7 0.0 0.0 0.0 100.0

高石市 95.9 95.9 0.0 0.0 3.0 0.0 4.1 0.0 0.0 0.0 100.0

※１ 西宮市 60.6 45.5 15.2 3.0 3.0 0.0 6.1 15.2 0.0 12.1 100.0

和歌山市 93.3 60.0 33.3 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

※１ 笠岡市 71.4 64.3 7.1 0.0 0.0 0.0 7.1 14.3 0.0 7.1 100.0

※１ 浅口市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

※１ 廿日市市 100.0 3.8 96.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

※１ 岩国市 96.2 96.2 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

※１ 鳴門市 62.5 62.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 100.0

※１ 坂出市 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

※１ 松前町 75.6 75.6 0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0 0.0 0.0 100.0

合計 98.7 8.4 90.3 0.1 0.0 0.0 0.9 0.2 0.0 0.1 100.0

※１　5m×5m＝25㎡換算で算出

プ ラ ス チ ッ ク 率
金属 ゴム

木片（自然の
物以外）

合計紙 ガラス類 布 複合素材

 

 

2) 魅力検討委員会 

 海ネットイベントプランコンテスト 

瀬戸内の豊かな自然環境や歴史的な地域文化の保全・継承、瀬戸内ブランドの価値の向上な

ど、オリジナリティ溢れる地域活性化イベント等への支援を行うため、「海ネットイベントプランコン

テスト」を実施している。 

「海ネットイベントプランコンテスト」は、会員が瀬戸内の魅力を向上させるイベントプランを企画・

応募し、全会員の審査投票により支援イベントを決定するものであり、これまでに無い先進的なイ

ベントの実施、継続的に実施しているイベントの発展、会員間の情報交換の促進などの効果が期

待されるものである。 

 

 実施イベント 

【令和 7 年度最優秀賞】 

 「小松島港まつり」 

会 員 ： 小松島市（徳島県） 

開催日 ： 令和 7 年 7 月 21 日（月） 

 

  

小松島港まつりの開催状況 小松島港まつりの開催状況 

 

小松島港まつりは、昭和９年の新港岸壁の完成を祝うことに始まり、市内商工業を中心とする産業 

の興隆を祈念し、大勢の方々に支えられ、９０年以上続いてきた伝統ある行事である。 
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令和７年度は、会場内に約１２０店舗の屋台が軒を連ね、大勢の参加者で賑わうほか、豪華絢爛 

なスターマイン花火、最大３２０ｍにも広がる尺玉花火など、約２，５００発の多種多様な花火が夜空 

に打ち上げられ、フィナーレには超連発のスターマイン、特大の一斉百花等の打上げが行われた。 

イベントの来場者からは、来年度の開催を期待する声も上がり、港周辺のにぎわい創出につながる 

イベントとなった。 

小松島市の本港地区は、かつて、人が集まり活気あふれる“みなとまち”として発展してきた。今後 

も港まつりを開催することにより、“みなとまち”小松島の活性化につながることが期待される。 

 

【令和 7 年度優秀賞】 

 瀬戸内国際芸術祭 2025 宇野港会場オープニングイベント 人間とテクノロジーの協奏 響け！ 

日本の心 from UNO 

会 員 ： 玉野市（岡山県） 

開催日 ： 令和 7 年 4 月 19 日（土） 

 

  

宇野港会場オープニングイベントの開催状況 宇野港会場オープニングイベントの開催状況 

 

瀬戸内国際芸術祭2025の開幕にあわせ、本州側の会場であり、瀬戸内の島々へのゲートウェ

イである宇野港においてオープニング記念イベントを開催した。セレモニーでは来賓の方々によ

る挨拶の他、最先端電子楽器奏者である薮井祐介氏のコンサートや地踊り「正調カッカラカ」など

披露した。 

伝統文化を継承する地域の方々の参画により、来場者と一体になって文化体験することで、よ

り芸術際開催への機運醸成に繋げた。 

 

【令和 7 年度優秀賞】 

 船も街並みも、いいとこ取り！「みなとまち門司港堪能ウォーキング＆スタンプラリー！」 

in 北九州港開港記念イベント 

 

会 員 ： 北九州市（福岡県） 

開催日 ： 令和 7 年 11 月 1 日（土）、2 日（日） 
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みなとまち門司港堪能ウォーキング＆スタンプラリー！の開催状況 みなとまち門司港堪能ウォーキング＆スタンプラリー！の開催状況 

 

北九州港開港記念日（11 月 15 日）を祝し、11 月 1 日（土）と 2 日（日）の 2 日間にわたり、開港

記念イベントを開催した。2年ぶりの寄港となる帆船「海王丸」をはじめ、浚渫船など5隻の船舶が

一般公開等を行う「船舶大集合」や、特設ステージで行う「みなとのお仕事制服ファッションショ

ー」など、海と船の魅力を存分に体験できる多彩な企画を実施した。その 1 日目に、JR 九州の駅

長が厳選したウォーキングコースを巡る「JR 九州ウォーキング」との特別コラボレーション企画、

「ウイスキー貯蔵庫と船を楽しむ港ウォーク＆スタンプラリー」を開催した。普段は非公開のウイス

キー貯蔵庫の内部や、停泊中の船舶の上、さらに「みなとオアシス門司港」の構成施設を巡る特

別なコースを設定し、参加者に「みなとまち門司港」の魅力を満喫していただいた。 

イベント全体では、2 日間で合計約 4 万人もの来場者があり、門司港一帯は大いに賑わった。 

 

また、令和 8 年度のイベントプランを募集し、全会員による審査投票の結果、以下のとおり決定し

た。 

 

【令和 8 年度最優秀賞】 

 「みなとオアシスマリンパーク新居浜３０周年イベント」 

会 員 ： 愛媛県新居浜市 

 

【令和 8 年度優秀賞】 

 「小松島「逆風」ハーフマラソン」 

会 員 ： 徳島県小松島市 

 

【令和 8 年度奨励賞】 

 「手持ち花火マルシェ」 

会 員 ： 広島県広島市 

 

【令和 8 年度奨励賞】 

 「砂浜活性化プロジェクト」 

会 員 ： 大阪府高石市 
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 海ネットサポーター提案事業 

官民連携による瀬戸内の新たな賑わいを創出するため平成 23 年度に制度化された「海ネット

サポーター」は、設立当初の 55 団体から 97 団体（令和 7 年度総会時点）にまで拡大している。 

「海ネットサポーター提案事業」は、行政機関である会員と民間の海ネットサポーターが連携し

て実施する瀬戸内のブランド化に向けた地域振興への取り組みに対して支援を行うものであり、

令和７年度は 3 件の事業を実施した。 

 

 マリンパークフェスタ 2025×四国フローティングボートショー 

会 員 ： 新居浜市（愛媛県） 

海ネットサポーター ： マリンパーク新居浜管理共同企業体 

開 催 日 ： 令和 7 年 5 月 11 日（日） 

みなとオアシスマリンパーク新居浜において地域交流、活性化に資する賑わい創出に向け、

ボートショーの開催に合わせイベントを実施した。約 100 匹の鯉のぼりが展示される中、海上保安

庁の協力による巡視艇の体験航海やキッチンカーマルシェを実施した。また警察や消防の協力

によるパトカー・消防車展示の他、ダンスショーやクイズラリー、ビーチバレーコートにて宝さがし

など子供向けのイベントも行った結果、来場者からは、次回開催の期待の声も上がる賑わいのあ

るイベントになった。 

 

 

 

マリンパークフェスタ 2025×四国フローティングボートショーの開催状況 マリンパークフェスタ 2025×四国フローティングボートショーの開催状況 

 

 大畠瀬戸のうずしおクルーズ＆歴史体験ツアー 

会 員 ： 柳井市（山口県） 

海ネットサポーター ： 大畠観光協会 

開 催 日 ： 令和 7 年 11 月 16 日（日） 

柳井市旧大畠町エリアを中心に衣食住が体験できるよう、柳井市と大畠観光協会が連携して

モニターツアーを実施した。 

日本3大潮流の一つである大畠瀬戸の渦潮を間近で見られる『クルーズ体験』、その大畠瀬戸

で育った新鮮な鯛を使った名物『鯛釜めし』の昼食、幕末期に倒幕思想に影響を与えたとする僧

月性の展示館見学・文香体験など、普段体験できない内容を盛り込むことで、ご参加頂いた 30

名の方に楽しんでいただいた。 
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大畠瀬戸のうずしおクルーズ＆体験ツアーの開催状況 大畠瀬戸のうずしおクルーズ＆体験ツアーの開催状況 

 

 砂浜活性化プロジェクト 

会 員 ： 高石市（大阪府） 

海ネットサポーター ： NPO 法人大阪海さくら 

開 催 日 ： 令和 8 年 3 月 20 日（金） 

高石市と NPO 法人大阪海さくらが連携し、砂浜活性化プロジェクト第６弾を開催した。当日は

天気にも恵まれ、約４００人の方に来場いただき、アマモ移植、ダイバー以外の人が、前回移植し

たアマモをボートから観察、砂浜清掃、稚魚放流、マルシェや漁業協同組合と大阪湾の魚の PR

のため、漁師汁のふるまい企画を行った。 

  

砂浜活性化プロジェクトの開催状況 砂浜活性化プロジェクトの開催状況 

 

3) 情報発信委員会 

Web サイト「海の路」を通じて瀬戸内の魅力を広め、閲覧者の更なる増加を目指して、全会員へ

積極的な情報発信を促す取り組みを行った。 

 

 ホームページの更新作業 

機関誌「海の路」、総会資料、クルーズガイドブック 2025 など、「事務局だより」等に掲載し、タイ

ミングを捉えた情報発信を行った。 

 ホームページを有効利用するための取り組み 

ホームページの更新頻度をふやすために、年度当初に年間イベント予定表を取り纏めた上で、

毎月、各会員に対して、当該予定表をもとにイベント情報の投稿依頼を行い、情報発信を促した。 

 海ネット活動の認知度向上・ＳＮＳを活用した取り組み 

昨今のＳＮＳ利用者増加を踏まえ、海ネット活動の認知度向上のため、ホームページに掲載さ






















































